
 

第41回 実践研究助成 特別研究指定校 

研究課題 生徒の主体的な学びを重視した授業の 
工夫・改善：福井大学と連携 

副題 

～教科センター方式の導入と活用を通して～ 

キーワード ICT活用 協働学習の導入 課題解決学習 指導と評価と支援の一体化 

学校名 東京都板橋区立中台中学校 

所在地 〒１７４-００６４ 

東京都板橋区中台１－５６－２３ 
ホームページ 
アドレス http://www.ita.ed.jp/edu/nakadaijh/ 

 

 
１．研究の背景 

 

板橋区では、全国学力・学習状況調査全国上位の結果を得ている福井県に、平成２３年度から現職教

員を福井大学教職大学院に継続的に派遣している。この外部への派遣研修を通して、生徒の主体的な学

びを重視した授業の工夫と改善に向けて、中核教員を育成し、校内でのＯＪＴ活用を目指している。ま

た、同時期に、本校は板橋区立中学校２校目の教科センター方式に改築となる。２年間の仮設校舎の生

活の中で、教科センター方式の導入と活用に、いかにＩＣＴ活用を組み込み、生徒の主体性を育むかが

研究の要になっている。 

また、教科センター方式の導入と活用として、アクティブ・ラーニングスペースの基本的な考

え方を確立し、7活用を推進する。 

（教育環境研究所長 東洋大学名誉教授 長澤悟氏「教科センター方式勉強会」から） 

→教科メディアスペースをその時々の多様な活動目的に応じて環境を構成する場、アクティブ・ラ

ーニングスペースとして捉え、環境整備を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本理念に対応した在り方 
※生徒の自主自立した活動、協同を支えるスペース 

教科にとらわれない活動を自由に行う場 

将来の発展・進化に柔軟に対応する場 

学校や生徒の可能性を伸ばすきっかけを提供する場

学年の活動を学年内、異学年間で共有する場 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科学習を充実する 

⇒教科メディアスペース 

日常的な交流・コミュニケーション 

⇒朝、昼休み、放課後に自由に使える 

⇒移動の途中に立ち寄り交流ができる 

⇒ヒト・モノ・情報によって行動・交流が誘発される 

学年活動に対応する 

⇒学年の掲示や展示ができる 

⇒学年の代表者が集まれる 

⇒作業ができる 

自学自習 

⇒自学自習の場になる 

⇒スタディスペースとなる 

部活動を補完する 

⇒部活動の集まりの

場になる 

⇒部活動の成果を掲 

示・展示する 

行事で活用する 

⇒文化発表会 

⇒学年行事 

生徒や教職員の 

個人活動の発信の場 



 

第41回 実践研究助成 特別研究指定校 

「生徒の主体的な学びを重視した

授業の工夫・改善」を研究主題に、

研究を積み重ねている。本校の研

究では、学力に関する様々な調査

結果や生徒による授業評価結果と

いう確かなエビデンスを基にして、

生徒の学習状況や各教科での指

導の課題を客観的に捉えている。

その上で、生徒の主体的な学びを

重視した授業を生み出すために、

①問題解決型・探究型の授業、②

協働学習の導入、③指導と評価と

支援の一体化の工夫の３つの視点

で授業改善に取り組んできた。さら

に、授業のねらいを明確にし、生

徒の思考力・判断力・表現力の更

なる育成を図る手だての一つとし

て、電子黒板やデジタル教科書等

のＩＣＴ機器の効果的な利用にも、

積極的に取り組んでいる。教科セ

ンター方式の校舎となり、今後、教

科の専門性を高め、生徒の学力向

上を図るために、ＩＣＴ機器の効果

的な利用に、ＮＨＫ放送番組を生

かして、多様なコンテンツと教材教

具の工夫と開発に取り組む。 

２．研究の目的 

 

❶授業研究に向けた学校組織体制の活性化での活用○● 

①週１回研究推進委員会・運営委員会実施・月１回研修会 

→時間と場の定着→職層推進力の強化・職層研修・受験 

→授業研究“主体的な学びを重視した授業”の定着 

◍問題解決型・探究型の授業 ◍協働学習の導入 ◍指導と評価と支援の一体化 

成果目標 生徒授業評価：授業参加意欲 →全教科９０％・授業規律及び学習意欲：９０％ 

○❷いたばしの教育ビジョン研究奨励校（平成２６・２７年度）板橋区指導力向上研究推進校（平成２６年度

～３０年度）パナソニック特別研究指定校（平成２７・２８年度）による授業革新と板橋区学力向上のセン

ター的役割 

成果目標 ◍実践活動への生徒による授業評価  ９０％以上 

◍保護者による評価 ９０％以上 ◍国・都・区の学力調査状況  ７０％以上  

❸平成２８年度教科センター方式校舎へ円滑移行準備 

教科の専門性を高める指導計画・評価計画の実践 

◍教科メディアセンター企画：電子黒板タブレットＰＣ設置 

成果目標 ◍ホームベース企画：生徒自治意識の醸成：９０％ 

◍学年ラウンジ企画：学級を超えた生活指導体制の確立  

◍教科センター方式：電子黒板等ＩＣＴ活用指導力９０％ 

❹福井大学大学院との研修機会の共有化 

❺地域教育基盤・学校経営支援部活性化：校務改善 

❻広報活動の推進：教育系新聞・ＮＨＫ等との連携 

成果目標 教育施設研究所及び共同研究での成果と課題協議 

 

３．研究の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度         パナソニック教育財団との連携 

福井大学等との連携 

４月２２日（水）第１回研修会      福井派遣① 

時間割上の教科部会の設定：ＯＪＴ活用 

ＩＣＴ機器の整備・企業連携 

４月３０日（木）小中連携１：中台中学校 

５月１６日（土）第２回研修会      福井派遣② 

５月２７日（水）第３回研修会 

６月１０日（水）第４回研修会 

授業研究公開：〔音楽：大西教諭〕 

６月１６日（火）指導教諭 国語模範授業１ 

６月２０日（土）指導教諭 国語公開授業１ 

７月１５日（水）第５回研修会      福井派遣③ 

授業研究公開：〔英語：石村主任教諭・稲木教諭・吉海教諭〕 

パナソニック教育財団との連携 

９月 ８日（火）第６回研修会 福井集中講座派遣④⑤⑥ 

９月１１日（金）第７回研修会 教育委員会訪問：全教科等 

９月１７日（木）指導教諭 国語模範授業２ 

9 月１９日（土）指導教諭 国語公開授業２ 

９月２９日（火）小中連携２：中台小学校 

１０月 ９日（金）第８回研修会 

授業研究公開：〔数学：山岸主幹教諭・松下主任教諭・櫨山教諭〕 

１０月２２日（木）区中研授業研究〔理科：星野教諭〕 

１０月２３日（金）第９回研修会            福井派遣⑦ 

授業研究〔保健：吉山主任教諭・野原〕 

１１月１１日（水）区中研授業研究〔社会：佐藤主任教諭〕 

１１月２６日（木）文部科学省授業〔落語家：三遊亭わん丈氏〕 

１１月２７日（金）第１０回研修会          福井派遣⑧ 

授業研究公開：〔保健体育：吉田主幹教諭・吉山主任教諭〕 

パナソニック教育財団との連携 

福井集中講座派遣⑨⑩⑪ 

１月１４日（木）第８回研修会      福井派遣⑫ 

２月１８日（木）指導教諭 国語模範授業３ 

２月２０日（土）指導教諭 国語公開授業３ 

２月２９日（月）実践報告会１：全教科等 

パナソニック教育財団との連携 
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４．代表的な実践 

 
＜平成２７年度＞ 

２月２９日（月）実践報告会１：全教科等 

＜平成２８年度＞ 

１１月１８日（金）第９回研修会 全放連・視協全国大会：全教科等 

２月１６日（木）実践報告会３：全教科等 

 

媒体名 掲載日・内容 

＜平成２７年度＞ 

教育新聞 

日本教育新聞 

 

 

新聞記事（平成２７年１２月１４日付）『東京・板橋区立中台中のＩＣＴ活用』

新聞記事（平成２８年３月２８日付） 

『効果的なＩＣＴ活用探る／電子黒板、タブレット端末…／東京・板橋区立中

台中が研究実践報告会』 

 

＜平成２８年度＞ 

近代建築 

 

 

教育家庭新聞 

 

教育家庭新聞 

 

東京書籍株式会社 

日本教育新聞 

 

 

デンマークから 

日本教育情報化振興会 

 

月刊誌「近代建築 ８月号『特集 学校建築 インクルーシブ・スクールー誰

にも優しい学校づくり』」 

（平成２８年８月） 

新聞記事（平成２８年５月９日付）『実験動画でイメージを共有“生活体験不足”

を補う』 

新聞記事（平成２８年１２月５日付）『第２０回視聴覚教育総合全国大会・第６

７回放送教育研究会全国大会』 

東京書籍 ICT 事業 ICT 活用実践事例集『実験動画でイメージを共有』 

東京都オリンピック・パラリンピック教育実践事例集『オリンピック・ムーブ

ス』 

学習コンサルタント Halsnaes Lilleskole 校長／学習空間デザインスタジオ

AutensCEO(デンマーク) 

ICT 活用状況の取材 

 

  

平成２８年度         

４月２７日（水）第１回研修会小中連携１：中台中学校  福井大学等との連携 パナソニック教育財団との連携     

時間割上の教科部会の設定：ＯＪＴ活用                          福井派遣① 

ＩＣＴ機器の整備・企業連携・ＮＨＫ番組 

５月１４日（土）第２回研修会 

５月２５日（水）生徒理解  第３回研修会           福井派遣② 

６月 ８日（水）第４回研修会 

６月１８日（土）指導教諭 国語模範授業１ 

６月２０日（月）第５回研修会 教育委員会訪問：全教科等 

授業研究公開：〔技術：松本教諭〕 

６月２３日（木）指導教諭 国語公開授業１  福井集中講座派遣③④⑤⑥ 

７月２０日（水）第６回研修会                 福井派遣⑦ 

授業研究公開：〔国語：渡邊主任教諭〕 

９月１４日（水）第７回研修会            福井集中講座派遣⑧⑨⑩ 

９月１７日（土）第８回研修会 

９月１７日（土）指導教諭 国語模範授業２ 

9 月２３日（金）指導教諭 国語公開授業２ 

１０月 ７日（金）２・３年次研修 模範授業研修：[理科：星野主任教諭] 

１０月１４日（金）２・３年次研修 模範授業研修：[理科：松下主任教諭] 

１０月 1９日（水）小中連携２：中台小学校 

１０月２０日（木）初任者研修 模範授業研修：[英語：稲木主任教諭] 

１１月１５日（火）授業研究公開：〔理科：関根主幹教諭〕教科センター方式視察 

１１月１８日（金）第９回研修会 全放連・視協全国大会：全教科等  福井派遣⑪パナソニック教育財団との連携 

１２月２１日（水）第１０回研修会 

１月１９日（木）第１１回研修会                     福井派遣⑫ 

２月１６日（木）実践報告会３：全教科等                                    パナソニック教育財団との連携 

２月２７日（月）～２月２８日（火）福井大学派遣報告  福井集中講座派遣⑬⑭⑮ 
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５．研究の成果 

 

❶授業研究に向けた学校組織体制の活性化・システム確立  

①教科部会 ②学年体制 ③ＯＪＴ活用 ④同僚性育成  

⑤時間と場の確保 ⑥職層を生かした推進力の共有化 

→授業研究“主体的な学びを重視した授業”づくりの定着   

◍問題解決型・探究型の授業   ◍協働学習の導入  ◍指導と評価と支援の一体化  

生徒による授業評価の肯定的評価 

『学習意欲』平成２６年１２月：８０．７％→平成２８年１２月：８９．６％ 

『授業準備』平成２６年１２月：８７．６％→平成２８年１２月：９４．０％ 

❷いたばしの教育ビジョン研究奨励校（平成２６・２７ ２９・３０年度）  

板橋区指導力向上研究推進校（平成２６年度～３０年度）  

パナソニック特別研究指定校（平成２７・２８年度）  

◍実践活動への生徒・保護者による授業評価：肯定的評価９２％ 

◍国・都・区学力調査推移・考察・検証：伸び率：国Ｂ１０％  

◍研究実践報告会：３回実施 全国から各２５０名～３００名参加  

❸平成２８年度教科センター方式校舎へ円滑移行 

教科メディアセンター・ホームベース・学年ラウンジ企画実践  

生活指導体制の確立・授業規律・教育相談体制の確立 

教科センター方式電子黒板等、ＩＣＴ機器活用指導力向上 

：レベル１．８→３．０ 

❹福井大学大学院・先進校視察（京都・福島）：家具計画・購入・活用 

❺２９年度入学生徒数（前年度比）１．５倍・８学級から１２学級へ 増 

❻校務改善：効率の向上・学校経営支援部の推進 

 学校支援地域本部との連携：Ｃ４ｔｈ活用→校務改善の推進 

❼広報活動：新聞３社：教育新聞・日本教育新聞・家庭教育新聞・ＮＨＫ全国大会報道を活用し、日本  

 全国からの来校者を招致した。 

＜平成２７年度＞  ２月２９日の研究実践報告会：３００名参加 

＜平成２８年度＞１１月１８日全国大会：２５０名参加 

  ２月１６日❷の研究実践報告会：３２０名参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ＩＣＴを活用した授業デザインー主体的な学びを重視した授業の工夫・改善のために

❶授業研究に向けた学校組織体制の活性化 

→授業研究“主体的な学びを重視した授業”の定着 

❷保護者による評価：学校公開での評価の定着 

❸平成２８年度教科センター方式校舎へ円滑移行準備 

❹教科の専門性を高める指導計画・評価計画の実践  

❺福井大学大学院との研修機会の共有化 

❻地域教育基盤・学校経営支援部活性化による校務改善

❶教科センター方式導入の新校舎を生かす 

→中学校教科特有のＩＣＴの使い方を確立していくこと。 

❷ＩＣＴ活用の日常化・実践積み上げ 

①とにかく使う段階→②場面〔導入・展開・まとめ〕に応じ活用の段階

→③個に応じた活用の段階、として順次練り上げること。 

❸研究体制の確立によって授業改善に向かう自発的な取組にしていく。 

❹学力向上に向けた広報活動 

成

果 
今
後
の
課
題

教師がＩＣＴ活用 一斉学習 生徒がＩＣＴ活用 一斉学習 生徒がＩＣＴ活用 グループ（協働）学習 個別学習 導
入

展
開

ま
と
め

数学科 課

題をディス

プレイに表

示し問題解

決型学習・協

働学習の課

題を確認す

る。 

国語科 発表

タイトルをデ

ィスプレイに

表示し論語に

基づく体験文

を発表する。

理科 試行錯誤した実験回

路をタブレットで撮影し無

線でディスプレイにデータ

送信して、発表の資料として

表示し考えを交流する。 
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６．今後の課題・展望 

 

平成２６年度に教科センター方式の校舎改築着工、仮設校舎２年間、教科センター方式校舎１年間の

後、現在ＩＣＴ機器は、全教室に電子黒板・実物投影機・ブルーレイ・教科教室用パソコンが１台ずつ。

板橋区全校でデジタル教科書：数学・英語が入り、校内予算でデジタル教科書：国語・理科・技術・家

庭を購入し活用。平成２９年度国語は生徒用デジタル教科書のモニター校となる。タブレット端末２２

台+４５台導入。環境整備が進んでいる。平成２９・３０年度いたばしの教育ビジョン研究奨励校・板

橋区指導力向上研究推進校の指定を受けている。ＩＣＴ活用は、『主体的・対話的かつ深い学びにつな

がる指導方法』のツールとして、引き続き研究を重ねていく。 

さらに、平成３０年２月２０日（火）４年次の研究実践報告会を実施予定。今後、『生徒によるＩＣ

Ｔ活用』を推進し、コンテンツの開発にも注力する。 

①授業研究を実践的に積み重ね、学校組織体制の活性化とシステムの確立によって、教職員の教科・学

年の協働体制が迅速に行われ、職層を生かしたＯＪＴ体制が確固たるものになった。 

②全教職員がＩＣＴ活用に資質・能力をレベルを高め、デジタル教科書を活用する数学・英語・理科・

技家・国語の授業づくりやＮＨＫ for Ｓchool の番組活用が日常的になった。電子黒板や実物投影

機を常に使用し、視覚や聴覚等の学習教材を活用している。 

③生徒の学力向上〔全国学力・学習状況調査 全国平均比較〕 

 ：国Ａ+０．７ 国Ｂ+０．２ 数Ａ+３．１ 数Ｂ+１．９ 

 生徒による授業評価：肯定的評価  

 〔授業準備〕平成２６年度 ８７．６％ → 平成２８年度 ９４．０％ 

 生徒によるタブレット端末の活用も、パナソニック教育財団研究費購入の２２台及び板橋区５年リー

ス４５台を協働学習に生かし、内田洋行「wivia」・有線インターネットＡＰ板の設置等にスカイメニ

ューＰlus を活用している。 

④保護者・地域連携の学校評価 

 ：肯定的評価〔入学させてよかったか〕平成２８年度 ９３．２％ 

⑤ 教職員のＩＣＴ活用能力 

項目 2015 年 4 月 レベル  2017 年 3 月 レベル 

教科指導における ICT 活用 

情報教育 

校務の情報化 

情報化の推進体制 

１．８ 

２．２ 

２．８ 

２．８ 

→ 

→ 

→ 

→ 

３．０ 

３．０ 

２．８ 

３．０ 

 

 ＜変化の主な内容・理由＞ 

①教科センター方式の学校として、タブレット端末を２２台先行試用し、電子黒板と実物投影機とと

もに授業研究にＩＣＴを活用した。 

②研究実践報告会として１１月視聴覚・放送教育全国大会・２月特別研究指定校２年次研究大会を実

施した。計５５０名の研究者の参加があり、授業・研究内容づくり、当日の協議・検討を重ねた。 

③板橋区情報システムＣ４ｔｈ導入による校務改善システムの稼働・情報共有の円滑化を図った。日

常的なＩＣＴ活用が進んでいる。 

⑥授業デザイン―主体的な学びを重視した授業革新― 

 板橋区では、小中学校にＩＣＴ機器を全校に導入し、学力向上に取り組んでいる。「授業革新」

という言葉には、アクティブラーニングに代表されるような授業デザインを、いかに教職員が創

意工夫して取り組んでいくかについての熱い思いが込められている。 

 中台中学校は、教科センター方式への改築に伴い、研究テーマ「生徒の主体的な学びを重視し

た授業の工夫・改善」の基本的な考え方として、各教科等の専門性、指導力を向上させ、生徒の

思考力・判断力・表現力及び主体性を高めることを目指している。 

これまで、生徒に「学びを継続する基礎」を身に付ける取組とともに教職員の「学びを深める

授業改善」として、問題解決型・探究型の授業、協働学習の導入、指導と評価と支援の一体化の

工夫の研究を推進してきたところである。その授業デザインに対して、生徒の授業評価は以下の

とおりである。 

 



 

第41回 実践研究助成 特別研究指定校 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日の基本的な生…

１２月

平成２７年７月

１２月

平成２８年７月

１２月

学校のきまりを守っ…

１２月

平成２７年７月

１２月

平成２８年７月

１２月

周囲の人へのあい…

１２月

平成２７年７月

１２月

平成２８年７月

１２月

落ち着いた学校生…

１２月

平成２７年７月

１２月

平成２８年７月

１２月

部活動・学校行事…

１２月

平成２７年７月

１２月

平成２８年７月

１２月

係・委員の仕事へ…

１２月

平成２７年７月

１２月

そう思う ややそう思う

あまりそう思わない そう思わない

わからない

肯定的評価 

８９．８％ 

８９．４％ 

８５．４％ 

８８．０％ 

８８．１％ 

８７．８％ 

９４．９％ 

９２．８％ 

９０．５％ 

９１．２％ 

９１．７％ 

９１．３％ 

８８．３％ 

８８．３％ 

８６．６％ 

８４．８％ 

８５．１％ 

８２．１％ 

９５．３％ 

９１．７％ 

９３．３％ 

９３．２％ 

９１．７％ 

９２．２％ 

９５．３％ 

９２．８％ 

９６．０％ 

９２．８％ 

９１．４％ 

８９．３％ 

８５．５％ 

９０．２％ 

９０．９％ 

８６．８％ 

８９．３％ 

８９．３％ 

 

生徒による学校生活 自己評価（全生徒対象） 

実践事例：年間２回実施                                         

生活：規律・望ましい集団生活       学習意欲：中台中スタンダード 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１時間目から落ち着いた学校生活を送るために、１０分間の朝読書、朝学習の取組は効果的である。教職員

もともに静かな時間を過ごし、その日一日の流れを見通して、学習に向かう意識を高めることができている。

教科学習に向かうための努力について８割の肯定的評価を得ている。8 割の生徒が、分かろうという意欲を

もち続けているのは、やはり授業改善の成果であると考えられる。特に、努力していないと評価する生徒が

全体でも数名になり、補充教室への参加によって、習得の遅れている学力の生徒も積極的に取り組むように

なったことが分かる。また家庭学習への取組については、年々向上しているが、６割から７割の肯定的評価

となっている。今後、学校だけでなく家庭学習の取組を意識し意欲や実践につなげていく。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

朝読書・朝学習等…

１２月

平成２７年７月

１２月

平成２８年７月

１２月

持ち物等の授業準…

１２月

平成２７年７月

１２月

平成２８年７月

１２月

授業でわかろうと…

１２月

平成２７年７月

１２月

平成２８年７月

１２月

予習、復習等、家…

１２月

平成２７年７月

１２月

平成２８年７月

１２月

そう思う ややそう思う
あまりそう思わない そう思わない
わからない

肯定的評価  

８８．７％  

９０．５％  

９１．７％  

９２．０％ 

８８．４％ 

８６．６％ 

８７．６％  

９０．５％  

９３．７％  

９０．４％ 

９０．８％ 

９４．０％ 

８５．１％  

８０．７％  

８４．１％ 

８３．２％ 

８９．９％ 

８９．６％ 

６１．５％  

６２．９％  

６８．８％ 

６５．２％ 

６７．９％ 

６４．５％ 
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７．おわりに 

 

中台中学校の教職員は、研究テーマ「生徒の主体的な学びを重視した授業の工夫・改善」に向けて、

各教科等の専門性、指導力を向上させ、生徒の思考力・判断力・表現力及び主体性を高めることに取り

組んできた。教職員の指導力は、日常の授業の中で発揮されて初めて実践力となる。 

教科部会での協議では、具体的な教材や教具について各教職員の創意工夫があり、学校経営支援部の

活動には、教育活動の充実に向けた熱意が感じられる。これらは、保護者にも、生徒にも伝わり、授業

評価などの調査データでは、肯定的評価が９０％を超える。また授業観察からも、着実に生徒の学習意

欲の高まりが見て取れる。 

こうした具体的な「学びを継続する基礎」となる中台中スタンダードの取組から、教職員にも、生徒

にも、「学び合う」集団作りと信頼関係の構築が生まれている。また、指導教諭の授業実践も、福井大

学教職大学院との研究推進も、教職員の「学び合う」意識の向上につながっている。板橋区の教育施策

を十分に生かし、「学び合う」「高め合う」教職員として、これまで問題解決型・探究型の授業、協働学

習の導入、指導と評価と支援の一体化の工夫を視点として、研究を推進し成果を得てきた。今後、指導

力向上に関する研究実践校としての役割を果たすとともに、「学びを深める授業革新」として、生徒の

教育の一点のために、板橋区の教育活動の充実に努め生徒の主体性を育てることを教職員の職責として、

新たな企画や発想を生かし、計画的かつ継続的に取り組んでいく。 

 

❶授業研究に向けた学校組織体制の活性化 

→授業研究“主体的な学びを重視した授業”の定着→時間と場の定着・職層推進力強化 

→学習に対する“慣れ”への指導 

❷保護者による評価：学校公開  

→授業を理解しているか：９５．５％→９９％・意欲的か：９２．４％→９９％ 

❸教科の専門性を高める指導計画・評価計画の実践 →教科部会：週１回での協議・検討 

❹福井大学大学院との研修機会の共有化  

→アクティブ・ラーニングの充実・研究スタッフの交流 

❺地域教育基盤・学校経営支援部活性化による校務改善  

→教科センター方式の導入と活用の協議 

 

 


